
ユーロトレンドドアシリーズ

室内ドア
室内窓
設計施工図面集

2022.10版

Vol.5

室内ドア 室内窓 設計施工図面集 Vol.5

お願い

gpドアシリーズ
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本書は施工・取付・調整の際に必要になりますので、大切に保管してください。
また、金物パーツの納品形態に関しては、扉絵に記載の金物仕様書をご参照ください。
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●本カタログに使用されているイラスト・写真・文章の無断複写・無断転載を禁じます。

名古屋 〒461-0004 名古屋市東区葵３-７-14 IMYビル7Ｆ

営業時間　8：30～17：00（土日祝・年末年始を除く）

お問合せ
受付番号

TEL.(052)930-7855   FAX.(052)930-7856

052-930-7855 

松　本 〒390-1131  長野県松本市今井５０３１
TEL.(0263)50-3911   FAX.(0263)50-3912

マツ浪漫ドアシリーズ

⚫無塗装品は、塗料の施工要領に従って適切な下地処理を行い塗装をしてください。
　また無塗装品を素手で取り扱うと手の油分が木部に浸透し、
　塗装の際にムラの原因となる場合があります。　  
⚫現場でモヘアシールを取り付ける際は、必ず両端部をタッカーなどで固定してください。
⚫ガラスドアに関しては各シリーズの無塗装品、gpドア・マツ浪漫ドアのPPAPは
　ガラス部にコーキング処理を施しておりません。
　必要に応じて塗装後のコーキング処理やgpドアとマツ浪漫ドアのPPAPに
　添付されているガラス緩衝材を用いて処理をお願いします。



開
き
戸

金
物
仕
様
書

開き戸

金物仕様書

納まり図面

金物取付説明書

単独移動式引き戸

金物仕様書

納まり図面

金物取付説明書

連結移動式引き戸

金物仕様書

納まり図面

金物取付説明書

折れ戸

金物仕様書

納まり図面

金物取付説明書

バーンドア

コマド

納まり図面

施工説明書

P002

P003

P004

P012

P014

P020

P027

P028

P031

P039

P041

P047

P051

P053

P057

室内ドア
室内窓
設計施工図面集

目次

←
・開き戸　単独移動式引き戸などの帯にかんして
金物仕様書が横なので横書きのほうが見やすいと思います
　　また開き戸(片開き　親子　親親)など　種類がそこで見れるとわかりやすいと思います。

金物仕様書をできるだけ大きくするために
ページの上下いっぱいに広げてあります。
そのため、見ずらいですが帯が縦になっているという流れですがいかがでしょうか？？

片開きドア

親子ドア

親親ドア

001 002

目次



30
-0
30
8 
S 
5

NO
.0
01

●
プ
レ
ー
ト
の
取
付
け

プ
レ
ー
ト
の
取
付
け
座
（
樹
脂
製
）
及
び
、

表
示
器
の
ボ
ス
に
は
溝
が
切
っ
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
タ
イ
プ
の
取
付
け
座
は
締
め
終
わ
り
を

「
カ
チ
ッ
」
と
音
で
知
ら
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

取
付
け
の
ポ
イ
ン
ト
：

締
め
込
ん
で
い
き
「
カ
チ
ッ
」
と
鳴
っ
た
後
、
さ
ら
に
約

半
回
転
を
目
安
に
、
動
作
を
確
認
し
な
が
ら
締
め
こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
「
カ
チ
ッ
」
と
「
カ
チ
ッ
」
の
間
で
止
め
ま
す
。

ケ
ー
ス
の
ラ
ッ
チ
が
開
錠
状
態
（
ラ
ッ
チ
が
引
込
む
状
態
）
の
と
き
に

サ
ム
タ
ー
ン
、
コ
イ
ン
錠
は
最
初
に
本
図
位
置
の
状
態
で
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※
取
付
け
後
に
正
常
に
機
能
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
　
 簡
易
シ
リ
ン
ダ
ー
錠

　
　
　
　
　
　
ご
利
用
時
は
ネ
ジ
の
締
め
す
ぎ
に

　
　
　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
ド
ル
固
定
ネ
ジ

角
芯

●
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
や
わ
ら
か
い
布
な
ど
で
拭
く
こ
と
を
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ

　
い
。
汚
れ
が
ひ
ど
い
場
合
、
水
ま
た
は
中
性
洗
剤
を
水
で
5～
10
％
程
度
に
薄
め
て
浸
し
た
布
を
よ
く
し
ぼ

　
り
拭
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
ベ
ン
ジ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
ト
イ
レ
用
洗
剤
、
防
カ
ビ
剤
、
塩
素
系
洗
剤
、

　
強
酸
お
よ
び
強
ア
ル
カ
リ
性
薬
品
等
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

LJ
ケ
ー
ス
ロ
ッ
ク
（
丸
座
C3
-V
1・
T2
用
）

丸
座
（
表
）

フ
ロ
ン
ト

ス
ト
ラ
イ
ク
固
定
ネ
ジ

ス
ト
ラ
イ
ク

レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル

表
示
器
／
間
仕
切
器

ラ
ッ
チ

ケ
ー
ス
ロ
ッ
ク
Ｌ
Ｊ

サ
ム
タ
ー
ン
ベ
ー
ス

丸
座
ベ
ー
ス
サ
ム
タ
ー
ン
固
定
ネ
ジ

サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ
ー

丸
座
カ
バ
ー

レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル

丸
座
固
定
ネ
ジ

ケ
ー
ス
ロ
ッ
ク
固
定
ネ
ジ

＜
お
願
い
＞
 現
場
で
モ
ヘ
ア
シ
ー
ル
を
取
り
付
け
る
際
は
、必
ず
両
端
部
を
タ
ッ
カ
ー
な
ど
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
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Kwikset ハンコック 取付説明書

梱包品リスト取付に必要な工具

ラッチ 空錠ノブネジ

ストライク緊急鍵解除用具
(間仕切り錠のみ)

同梱されない
シリーズもあります

もしくは
35 mm‒44 mm*

54 mm

25 mm

ネジは完全に
外さない

ラッチのバックセットを
ドアの外側からあてがう。

ラッチ芯棒の位置が加工穴の中心に
来ている場合はステップ4に進む。
ラッチ芯棒の位置が加工穴の中心に
来ていない場合はステップ3Cに進む。

必要な場合ラッチの調整

ピンを2 3/4の
位置に動かす

62820 / 01

取付に便利な工具
ラチェットドライバー

wood block

センター位置の
確認

プレートを回す

反時計回り

ノブを引き抜き外す

 A
 C  D

H

F

K

E

JG

 B

A

A

B

A

B

C

もしくは

ドアの準備と各所寸法の確認1

ノブを取り外す2

必要な場合ラッチのバックセットを調整する3

プレート用の
彫込加工

調整

G

E / J

ラッチボルトを
押しながら
ノブを取り付ける。

ビスを締める際にはラッチが
水平に保たれるようにする

緊急用として必ず分かりやすい場所に
保管していただきますようお願いします。

錠付の場合、室外側と室内側で鍵が
適正な向きになるように注意する。

C (2x)

ドアの閉じる方向に
注意しながら取り付ける 

ドア枠

A

 

F / K

A

B C

D

芯棒の向きに
注意しながら差し込む

ビス穴にビスがカチッとはまり込むまで回す

プレートを
反時計回りに回す

反時計回りに回しながら
芯棒にノブを入れる

プレートを
時計回りに回す

ラッチを取り付ける4

ノブを取り付ける5

間仕切り錠の緊急鍵解除のために!

ストライクについて!

3 

レバーを取り付ける

レバーと養生カバーをプレートから取り外す

※ドライブインラッチ用の筒状金物や、
　直角のプレートは使用せず、丸角のプレート
　のみを使用する。

使用しない

4 

1 
右図の面がドア側に
接するよう取り付ける

 

2 

B 

A 

C 

1 

レバーを以下のように取り替える：
1.(鍵付きの場合)キーを使用して鍵がかかっていない状態にする。
2.同梱のレンチの長い側をスクリューの穴に差し込みスクリューを緩める。
3.レバーを引き抜きもう一方のレバーに差し替える。

ラッチボルトを押しながら
レバーを挿入する

プレートを回して
ビスとプレートを
固定する。

レバーを取り付ける。

カバーを取り付ける。

同梱のレンチでイモネジを時計方向へ回し、
取手を固定させる。

こちらのストライクは使用しません。

 

ラッチの準備

ピン

もしバックセットのセンターが70mmの場合、
ピンを2 3/4の位置に変更をする。
※プレイリーホームズドアのバックセットセンター位置は
60mmで加工しています。

ラッチの方向を
ドアの開閉する
方向に合わせる
ように注意を
する。

各種ラッチの取付方法

計測
方法

ビスを完全には外さない。

2
3

TRASH 

1

1 

2 

3 
4 

4 

6 

7 
8 

レバーの吊元方向を変更する場合

5 

取り付けた側のレバーが
水平になるようにビスを締め込む。
(インパクトドライバーは使用せず手動で行う。)

Kwikset コモンウェルス 取付説明書

取付に必要な工具

1

2

3

60mm

もし
くは

70mm

※調整受座が標準になっています。
　Kwiksetに同封されているストライクは使用しません。 

錠付ノブ

※ストライクは使用しません。

※

こちらのストライクは使用しません。

※調整受座が標準になっています。
　Kwiksetに同封されているストライクは使用しません。 
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■金具の取付け方法

■吊込み手順

●前後･左右調整プレートと
　ドア側ハネの取付け

前後･左右調整プレート

ドア側ハネ

ドア

①

②

③

ドアの加工部に前後・左右調整プレートを
取付けます。
ドア側ハネを前後・左右調整プレートに取
付けます。
縦枠に枠側ハネを取付けます。 4ヶの皿穴部にタッピンねじを通

して取付けます。

3ヶの皿穴部に小ねじを通して､
前後・左右調整プレートに取付け
ます。

①
②
上用丁番の軸心棒を引き出します。
ドアが上枠に当たらないようにドアをや
や傾けながら、下用丁番から差し込みます。

③ドアをまっすぐに立てて上用丁番の位置
合わせをしてから、軸芯棒を下げて上用丁
番の結合を行います。

④最後に建付けと軸芯カバーの調整をして
完了です。

③

①

②

3方向調整丁番

施 工 ガ イ ド

ドア

枠 ドア枠

●下用丁番の上下調整ねじ
　を左に回すと、ドアは下が
　ります。

●下用丁番の上下調整ねじ
　を右に回すと、ドアは上が
　ります。

上下調整ねじを
左に回すと、
ドアが下がります。
最大 2.5mm

上下調整ねじを
右に回すと、
ドアが上がります。
最大 2.5mm

ドアの上部が枠に当たる

ドアの開き側が枠に当たる

ドアの開き側のすきまが大き過ぎる

ドアの下部が床をこする

上下調整
ねじ

前後調整用
固定ねじ

前後調整用
固定ねじ

前後調整ねじ

前後調整用
固定ねじ

前後調整用
固定ねじ

前後調整ねじ

ドアが後に下がり過ぎている

ドアが前に出過ぎている

固定ねじ

左右調整ねじ

固定ねじ

左右調整ねじを
左に回すと、
ドアが開き側に
寄っていきます。
最大 2.5mm

左右調整ねじを
右に回すと、
ドアが吊元側に
寄っていきます。
最大 2.5mm

左右調整ねじ

固定ねじ

②ドア側ハネの固定ねじを締めると、
　ドアは吊元側に移動します。

①ドアを移動させたい分量まで、
　左右調整ねじを右に回しておきます。

③位置が決まったら、緩めておいた
　前後調整用固定ねじを締めます。

②前後調整ねじを左に回して、
　ドアを前方に移動します。

③位置が決まったら、緩めておいた
　前後調整用固定ねじを締めます。

②前後調整ねじを右に回して、
　ドアを後方に移動します。

①ドア側ハネの前後調整用固定ねじ
　を緩めておきます。

①ドア側ハネの前後調整用固定ねじ
　を緩めておきます。

前後調整ねじを
左に回すと、
ドアが前方向に
寄っていきます。
最大 3mm

前後調整ねじを
右に回すと、
ドアが後方向に
寄っていきます。
最大 1mm

上
下
調
整
方
法

左
右
調
整
方
法

前
後
調
整
方
法

上下調整
ねじ

③位置が決まったら、緩めておいた
　固定ねじを締めます。

②左右調整ねじを左に回して、
　ドアを開き側に移動します。

①ドア側ハネの固定ねじを緩めて
　おきます。
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取付施工手順書
　　金具取付時のご注意・・・必ずお読みください
【カーペット上取付禁止】床金具をカーペット上に取付けないでください。取付面が不安定なため誤動作の原因となります。
【取付位置】戸先から100㎜以内（吊元側への取付厳禁)  
【手動ドライバー推奨】電動ドライバーをご使用の場合、ネジを締め切らず、最後に手動ドライバーで締め付けてください。

床金具に床側カバーを
被せます。（パチンと感
触があるまで、しっかり
押さえつけてください）

扉金具に扉側カバーをしっかりかぶ
せて取付完了です。（パチンと感触が
あるまで、しっかり押し込んでくだ
さい）

《下穴加工》
扉金具を取付ける際には、ネジ用
下穴加工を推奨致します。

扉

16
（
下
穴
位
置
）

11
±
2 （
床
～
扉
の
ス
キ
マ
）

床

ピッチ29mm

【使用上のご注意】
●設定範囲内に取付けてください。範囲外ではキャッチ機能が正常に働かなくなります。
●扉に後付する製品ですので、扉金具が扉面より突出しております。開閉時やご通行時には十分御注意ください。
●上記要因や、お客様の誤操作・施工不良によって生じた損害に対し、一切の責任を負わないものと致します。

扉側カバー 床側カバー

【各部品と名称】

床金具扉金具

①扉側固定ネジ
Φ3.5×25 ㎜ トラス
×2本

②床側固定ネジ
Φ3.0×25 ㎜ サラ
×4本

カーペットやクッション
フロア等へ取付ける際
に使用します。

《オプション部品》
スペーサー（別売）

床と扉金具のスキマが11㎜
±2㎜になるように高さを
合わせ、扉金具をネジ①で
固定します。
（右下図《下穴加工》を推奨）

次に床金具を固定する任意
の位置に移動させます。
扉金具と床金具のセンター
を合わせ、床金具の長穴部
をネジ②で仮固定します。

この時点ではネジ②を本固
定せず、扉金具と床金具が
垂直になるよう、床金具の
角度を調整します。

角度が決まったら、丸穴部
をネジ②で固定し、長穴部
も本固定します。

必要に応じて床金具の角度
を再調整し、最後にしっか
りとネジを固定します。

②

②

①

①

②

②

《取付前の準備》
床金具を扉金具に
挿込んでおく

NG施工例
右図のような施工は、扉や床、
製品自体に破損が生じる原因
となりますので、ご注意ください。

※吊元側には絶対に取り付け
ないでください。
装置や周囲部材の、破損に
つながります。

扉位置が適正範囲から
外れている

床金具が傾いていたり、
床に沈み込んでいる。

床
床金具の固定ネジが金具面
から突出していたり、傾いて
いると、床カバーをかぶせる
ことができません

扉金具と床金具の
センターがずれて
いる。

扉金具と床金具が垂直
になっていない。

扉金具が傾いている

マグネットドアストッパー
スタンダードタイプ(PH-TMG20)

1
0
～

1
0
0
m
m
以

内

付
属

ビ
ス 1

2マ
イ

ナ
ス

ド
ラ

イ
バ

ー
等

で
押

す

下
に

ス
ラ

イ
ド

さ
せ

外
し

ま
す

。

付
属

ビ
ス

（
先

に
取

付
け

て
位

置
の

調
整

を

 
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

A
C
7
8
4
の
取
付
け

ス
ト

ラ
イ

ク

ベ
ー

ス

ス
ト
ラ
イ
ク
ピ
ン
は
縦
方
向
に
セ
ッ
ト
し
ま
す
。

横
方
向
に
取
付
け
る
と
、
扉
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
際
に

遊
び
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

（
横
方
向
の
平
面
は
レ
ン
チ
な
ど
で
高
さ
調
整
す
る

為
の
も
の
で
す
。
）

ス
ト
ラ
イ
ク
ピ
ン
の
向
き

良
い
例

縦
向
き

横
向
き

悪
い
例

良
い
例

悪
い
例

ス
ト
ラ
イ
ク
は
垂
直
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

注
意

ス
ト

ラ
イ

ク
上

部
の

穴
に

付
属

の
六

角
レ

ン
チ

を
差

し
込

ん
で

時
計

回
り
に
押
し
回
し
ま
す
と
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ピ
ン
を
下
方
向
へ
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
床
か
ら
の
高
さ
を
3
.
5
～
5
m
m
に
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

（
A
C
7
8
4
の
場
合
は
レ
ン
チ
で
調
整
後
、
ベ
ー
ス
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
）

ス
ト

ラ
イ

ク
の

調
整

に
つ

い
て

取
付
位
置
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
ス
ト
ラ
イ
ク
の
下
端
部
を
扉
の
端
面

に
合
わ
せ
て
の
下
段
の
長
穴
か
ら
ビ
ス
を
取
付
け
、
平
行
を
出
し
た
後

上
段
の
ビ
ス
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
A
C
7
8
4
の
場
合
は
、
ベ
ー
ス
か
ら
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
等
で
ロ
ッ
ク

を
解
除
し
、
ス
ト
ラ
イ
ク
部
を
外
し
て
か
ら
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
）

良
い
例

悪
い
例

扉 扉

余
裕

を
見

る
本
体
を
取
付
け
る
位
置
は
、

ス
ト
ラ
イ
ク
が
扉
の
端
か
ら

１
０
～
１
０
０
m
m
の
間
の

位
置
に
く
る
よ
う
に
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た

、
扉

を
開

け
た

時
に

レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
が
壁
に

接
触
し
な
い
位
置
に
取
付

け
て
く
だ
さ
い
。

ド
ア

キ
ャ

ッ
チ

ャ
ー

を

ヒ
ン
ジ
側
方
向
に
取
付
け

た
り
、
壁
際
ギ
リ
ギ
リ
の

位
置
な
ど
に
取
付
け
ま
す
と

扉
の
し
な
り
で
レ
バ
ー

ハ
ン
ド
ル
が
壁
に
接
触
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
扉

と
の

余
裕

を
見

て
検

証

し
な
が
ら
位
置
を
決
め
て

く
だ
さ
い
。

取
付
位
置
注
意

付
属

ビ
ス

付
属

ビ
ス

（
先

に
取

付
け

て
位

置
の

調
整

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

1

2
ス

ト
ラ

イ
ク

A
C
7
7
4
の
取
付
け

1
0
～

1
0
0
m
m
以

内

付
属

の
レ

ン
チ

10～20 

3.5～5 

3.5～5 

端
部
を
合
わ
せ
る

ス
ト

ラ
イ

ク
ピ

ン

付
属

の
レ

ン
チ

外
す

A
C
7
7
4

扉

床

A
C
7
8
4

扉

カ
バ

ー
は

図
の

位
置

に
置

き
、

手
の

ひ
ら

等
で

右

に
回
転
さ
せ
完
了
し
ま
す
。

外
す

場
合

は
こ

の
逆

の
操

作
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

ス
ト

ラ
イ

ク
の

付
い

た
扉

を
動

か
し

、
ス

ト
ラ

イ
ク

下
部

の
突

起
が

ベ
ー

ス
の
バ
ン
パ
ー
に
当
た
る
位
置
で
、
取
付
け
位
置
を
決
め
、
ベ
ー
ス
を
ビ
ス

に
て
取
付
け
ま
す
。

次
に
リ
ン
グ
を
は
め
、
カ
バ
ー
を
（
図
1
）
に
従
っ
て
は
め
て
く
だ
さ
い
。

※
厚
み
１
１
m
m
以
上
の
直
貼
り
床
材
使
用
の
際
は
直
に
ビ
ス
止
め
し
て
く
だ
さ
い
。

※
直

貼
り

で
厚

み
１

１
m
m
未

満
の

床
材

の
場

合
は

付
属

の
長

ビ
ス

と
エ

ビ
モ

ン
ゴ

 
プ
ラ
グ
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。（
裏
面
参
照
）

※
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
き
に
は
専
用
（
別
売
）
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
ベ
ー
ス
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

カ
バ

ー
の

取
付

け
方

③
本
体
の
取
付
け

①
取
付
け
の
位
置
決
め

カ
バ

ー
は

手
の

ひ
ら

で
押

し
つ

け
回

す
と

比
較

的
楽

に

取
外

し
が

で
き

ま
す

。

図
1

N
O
.
0
0
9

特
徴
・
動

作
(
A
C
7
7
4
)

キ
ャ

ッ
チ

状
態

フ
リ

ー
状

態

※
扉

が
し

な
っ

て

押
し

づ
ら

い
時

は

足
で

軽
く

押
す

と

楽
に

作
動

さ
せ

る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

扉
を
押
す
と
バ
ン
パ
ー
が
押
さ
れ
、

リ
ン
グ
が
回
転
し
キ
ャ
ッ
チ
状
態
に
な
り
ま
す
。

も
う
一
度
扉
を
押
す
と
バ
ン
パ
ー
が
押
さ
れ
、

リ
ン
グ
が
回
転
し
フ
リ
ー
状
態
に
な
り
ま
す
。

① ② ③ ④

リ
ン
グ

バ
ン
パ
ー

必
ず
施
工
前
に
こ
の
取
付
説
明
を
読
み
正
し
く
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

A
C
-
7
7
4
/
7
8
4
ド

ア
キ

ャ
ッ

チ
ャ

ー
施

工
・
取

付
説

明
書

設
置

条
件

：
床

と
扉

下
部

の
隙

間
が

１
０

～
２

０
m
m
ま

で
の

対
応

。

②
ス
ト
ラ
イ
ク
の
取
付
け

注
意

注
意

リ
ン

グ
を

回
し

、
図

の
位

置

ワ
ッ

ク
ス

カ
バ

ー

に
し

て
は

め
て

く
だ

さ
い

④
取
付
後
の
確
認
と
養
生

確
認

が
終

わ
り

ま
し

た
ら

付
属

の
ワ

ッ
ク

ス

カ
バ

ー
を

本
体

に
か

ぶ
せ

て
養

生
し

て
く

だ

さ
い

。

取
付

け
完

了
後

、
リ

ン
グ

が
軽

く
回

る
か

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
軽

く
回

ら
な

い
場

合

は
付

属
ビ

ス
を

半
回

転
位

緩
め

る
と

、
改

善

出
来

ま
す

。（
緩

ま
せ

す
ぎ

に
注

意
）

取
付
け
が
完
了
し
ま
し
た
ら
必
ず
動
作
確
認
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
正
常
に
作
動
し
な
い
場
合
、
裏
面
を
参
照
の
上

対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
バ

ー

ベ
ー

ス

リ
ン

グ

付
属

ビ
ス

バ
ン

パ
ー

注
意

電
動

ド
ラ

イ
バ

ー
を

使
用

す
る

場
合

は

最
後
ま
で
締
め
こ
ま
ず
、
手
動
ド
ラ
イ
バ
ー

に
て

軽
く

締
め

て
く

だ
さ

い
。

良
い
例

悪
い
例

注
意 9
0
°

 

扉
扉

本
体
は
扉
に
垂
直
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

注
意

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
継
ぎ
目
は
踏
ま
な
い
よ
う
、
取
付
け
く
だ
さ
い
。

止
む
を
え
ず
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
継
ぎ
目
を
踏
ん
で
取
付
け
る
場
合
は

取
付
け
ビ
ス
を
半
回
転
く
ら
い
緩
め
て
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

（
緩
ま
せ
す
ぎ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
継
ぎ
目

良
い
例

悪
い
例

（
本
説
明
書
は
取
付
後
も
破
棄
せ
ず
、
ワ
ッ
ク
ス
カ
バ
ー
と
共
に
ご
使
用
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
）
 

注
意

ド
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
ご
使
用
の
際
は
必
ず
扉
、

レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
等
に
手
を
添
え
た
状
態
で
押
し

付
け
る
よ
う
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
 

009 010



金
物
仕
様
書

引
き
戸
片引きドア

ポケットドア

アウトセット片引きドア

2枚引き違いドア

2枚引き分けドア

4枚引き違いドア

011 012



013 014



015 016



017 018



材
質
：
亜
鉛
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト

PC
-1

91
掘
込
引
手

引
戸 掘
込
引
手
・
切
欠
き
穴
説
明
書

取
付
け
に
関
す
る
ご
注
意

⚫
記
載
し
た
切
欠
き
寸
法
を
超
え
た
穴
を
あ
け
る
と
、引
手
が
ガ
タ
ツ

ク
事
が
あ
り
ま
す
。 
 

　
※
フ
ラ
ッ
シ
ュ
等
の
空
洞
部
に
穴
を
あ
け
て
取
付
け
な
い
様
に
し
て

く
だ
さ
い
。

⚫
こ
の
寸
法
は
推
奨
値
で
あ
り
、面
材
に
よ
っ
て
は
若
干
の
調
整
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
使
用
の
際
に
は
、あ
ら
か
じ
め
試
作

に
て
取
付
け
状
態
を
確
認
し
、調
整
の
上
加
工
寸
法
を
お
決
め
く

だ
さ
い
。

019 020



受
箱

フ
ロ
ン
ト
用

木
ね
じ

●
受
箱
可
動
時

●
受
箱
固
定
時

4 4

3.
6

6.
5

●
初
期
設
定

　
チ
リ［
小
］

●
調
整
最
大

　
チ
リ［
大
］

前
後
調
整
ね
じ

調
整
板

プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

鎌
錠・
セ
ッ
ト
内
容
と
各
部
の
名
称

K
M

-1
7

K
M

-1
7

鎌
引
戸

錠（
丸
座
）取
付
説
明
書

L
Z

K
M

T

当
製
品
は
、扉
厚
対
応
を
角
芯
と
ネ
ジ
長
さ
に
て
対
応
し
て
い
ま
す
。下
記
説
明
図
を
参
考
に
適
正
な
部
品
を
選
ん
で
施
工
し
て
く
だ
さ
い

※
対
応
扉
厚
２
８
～
４
２
ｍ
ｍ

表
示
器
取
付
位
置

●
鎌
を
格
納
し
た
状
態

　
表
示
　″
白
″

　
表
示
器
す
り
わ
り　
″縦
″

　
サ
ム
タ
－
ン
　″
縦
″

●
鎌
を
出
し
た
状
態

　
表
示　
″赤
″

　
表
示
器
す
り
わ
り　
″横
″

　
サ
ム
タ
－
ン　
″横
″

裏
裏

白
赤

　
 注
意

●
取
付
け
の
際
は
、取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
の
上
、正
し
く
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
取
付
け
後
、必
ず
動
作
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
商
品
の
取
扱
説
明
書
は
、取
付
け
後
も
廃
棄
せ
ず
ご
使
用
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

●
屋
外
な
ど
水
が
か
か
っ
た
り
湿
気
が
多
い
場
所
に
は
設
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。部
品
な
ど
が
腐
食
し
て
、破
損

　
し
や
す
く
な
り
ケ
ガ
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

●
定
期
的
に
乾
燥
し
た
や
わ
ら
か
い
布
で
軽
く
拭
い
て
く
だ
さ
い
。（
必
要
以
上
に
強
く
こ
す
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

キ
ズ
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）
ま
た
、汚
れ
が
ひ
ど
い
場
合
は
、水
ま
た
は
中
性
洗
剤
を
水
で
～
１
０
％
程
度

に
薄
め
て
浸
し
た
布
を
よ
く
し
ぼ
っ
て
ふ
き
取
り
、乾
い
た
布
で
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ン
ジ
ン
、シ
ン
ナ
ー
、ア
ル
コ
ー
ル
、ト
イ
レ
用
洗
剤
、防
カ
ビ
剤
、塩
素
系
洗
剤
、強
酸
お
よ
び
強
ア
ル
カ
リ
性

薬
品
等
は
表
面
を
痛
め
ま
す
の
で
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。※
上
記
成
分
の
含
ま
れ
る
除
菌
シ
ー
ト
等

も
ご
使
用
に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ス
ト
ラ
イ
ク
の
調
整
方
法

上
下
調
整

前
後
調
整

  

前
後
調
整
ネ
ジ
を
プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で

回
し
、
隙
間
を
調
整
し
ま
す
。

フ
ロ
ン
ト
用
木
ね
じ
を
一
旦
緩
め
、
受
箱
を
上
下

に
動
か
し
調
整
し
ま
す
。
位
置
が
決
ま
っ
た
ら
、

フ
ロ
ン
ト
用
木
ね
じ
を
締
付
け
て
固
定
し
ま
す
。

角
芯

鎌
錠
ケ
ー
ス
ロ
ッ
ク

ト
リ
ガ
ー

を
押
し
ま
す
。

②

①

サ
ム
タ
ー
ン
を
回
し
て
く
だ
さ
い
。

注
）ト
リ
ガ
ー
を
押
さ
え
て

な
け
れ
ば
回
リ
ま
せ
ん
。

サ
ム
タ
ー
ン

表
示

木
ね
じ

取
付
け
ね
じ

●

こ
ち
ら
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

施
錠
の
チ
ェ
ッ
ク

ネ
ジ
の
締
め
す
ぎ
注
意

扉
が
割
れ
た
り
、ケ
ー
ス
を
圧
迫
し
て
動
き
が
悪
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
動
作
確
認
を
し
な
が
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

取
付
け
ね
じ（
短
）

（
扉
厚
２
８
～
３
６
ｍｍ
用
）

取
付
け
ね
じ（
長
）

（
扉
厚
３
６
～
４
２

ｍｍ
用
）

木
ね
じ

 
 

 
 

角
芯
短（
扉
厚
２
８
～
３
３

ｍｍ
用
）

角
★
こ
ち
ら
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

角
芯
-短
・
長
を
使
う
と
可
動
し
な
か
っ
た
り
、
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

芯
中（
扉
厚
３
３
～
３
８
ｍｍ
用
）

角
芯
長（
扉
厚
３
８
～
４
２

ｍｍ
用
）鎌
錠
ケ
ー
ス
ロ
ッ
ク

サ
ム
タ
ー
ン（
裏
）

ス
ト
ラ
イ
ク

★
こ
ち
ら
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

ア
ウ
ト
セ
ッ
ト
引
戸
錠・
セ
ッ
ト
内
容
と
各
部
の
名
称

K 
Y 

-1
7 

ア
ウ
ト
セ
ッ
ト
引
戸
錠（
丸
座・
角
座
）取
付
説
明
書 当
製
品
は
、扉
厚
対
応
を
角
芯
と
ネ
ジ
長
さ
に
て
対
応
し
て
い
ま
す
。下
記
説
明
図
を
参
考
に
適
正
な
部
品
を
選
ん
で
施
工
し
て
く
だ
さ
い

●
鎌
を
格
納
し
た
状
態

表
示
 ″
白
″

表
示
器
す
り
わ
り 
″縦
″

サ
ム
タ
－
ン
 ″
縦
″

●
鎌
を
格
納
し
た
状
態

表
示
 ″
白
″

表
示
器
す
り
わ
り 
″縦
″

サ
ム
タ
－
ン
 ″
縦
″

白

白

表
示
器

表
示
器

室
外

室
内

室
外

室
内

室
内

室
外

室
内

室
外

表
示
器

表
示
器

赤

赤

こ
の
部
品
の
位
置
が

座
金
側
に
な
っ
て
い
る
事
 

こ
の
部
品
の
位
置
が

座
金
側
に
な
っ
て
い
る
事
 

こ
の
部
品
の
位
置
が

フ
ロ
ン
ト
側
に
な
っ
て
い
る
事

こ
の
部
品
の
位
置
が

フ
ロ
ン
ト
側
に
な
っ
て
い
る
事

サ
ム
タ
ー
ン（
裏
）

表
示（
表
） サ
ム
タ
ー
ン

取
付
け
ね
じ

表
示

 注
意

●
取
付
け
の
際
は
、取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
の
上
、正
し
く
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
取
付
け
後
、必
ず
動
作
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
施
錠
状
態（
デ
ッ
ド
ボ
ル
ト
が
出
た
状
態
）の
ま
ま
扉
を
閉
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。デ
ッ
ド
ボ
ル
ト
が
枠
に
当
た
っ
て
 枠
や
製
品
が

破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
商
品
の
取
扱
説
明
書
は
、取
付
け
後
も
廃
棄
せ
ず
ご
使
用
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

●
屋
外
な
ど
水
が
か
か
っ
た
り
湿
気
が
多
い
場
所
に
は
設
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。部
品
な
ど
が
腐
食
し
て
、破
損
し
 や
す
く
な
り

ケ
ガ
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

●
定
期
的
に
乾
燥
し
た
や
わ
ら
か
い
布
で
軽
く
拭
い
て
く
だ
さ
い
。（
必
要
以
上
に
強
く
こ
す
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。キ
ズ
が
つ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。）
ま
た
、汚
れ
が
ひ
ど
い
場
合
は
、水
ま
た
は
中
性
洗
剤
を
水
で
5～
１
０
％
程
度
に
薄
め
て
浸
し
た
布
を
よ
く
し
ぼ
っ

て
ふ
き
取
り
、乾
い
た
布
で
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ン
ジ
ン
、シ
ン
ナ
ー
、ア
ル
コ
ー
ル
、ト
イ
レ
用
洗
剤
、防
カ
ビ
剤
、塩
素
系
洗
剤
、強
酸
お
よ
び
強
ア
ル
カ
リ
性
薬
品
等
は
表
面
を

痛
め
ま
す
の
で
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。※
上
記
成
分
の
含
ま
れ
る
除
菌
シ
ー
ト
等
も
ご
使
用
に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

角
芯
-短
（
扉
厚
３
３

ｍｍ
用
）

角
芯
-中
（
扉
厚
３
４
～
３
８

ｍｍ
用
）

角
芯
-長
（
扉
厚
３
９
～
４
０

ｍｍ
用
）

木
ね
じ
(長
・短
）

木
ね
じ（
短
）

木
ね
じ（
長
）

ケ
ー
ス

フ
ロ
ン
ト

錠
前
本
体

ス
ト
ラ
イ
ク

ト
ロ
よ
け

角
芯

ケ
ー
ス

デ
ッ
ド
ボ
ル
ト

シ
ャ
フ
ト 錠
前
本
体

施
錠
チ
ェ
ッ
ク
が
し
や
す
い
様
、サ
ム
タ
ー
ン

側
に
角
芯
を
差
込
み
ま
す
。

扉
の
切
り
欠
き
に
合
わ
せ
て
デ
ッ
ド
ボ
ル
ト
操
作
が

出
来
る
様
、ケ
ー
ス
の
向
き
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

扉
の
切
り
欠
き
に
合
わ
せ
て
ケ
ー
ス
の
デ
ッ
ド
ボ
ル
ト
操
作
が
出
来
る
様
、

錠
前
の
シ
ャ
フ
ト
向
き
を
サ
ム
タ
ー
ン
と
角
芯
で
、ケ
ー
ス
の
デ
ッ
ド
ボ
ル
ト

向
き
に
合
わ
せ
て
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

扉
の
切
り
欠
き
に
合
わ
せ
た
向
き
で

取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

取
付
け
ね
じ（
短
）

（
扉
厚
 3
3～
35

ｍｍ
用
）

フ
ロ
ン
ト

左
勝
手
扉
の
場
合
 

表
示
器
取
付
位
置
 
※
デ
ッ
ド
ボ
ル
ト
向
き
（
室
内
・
室
外
）
は
、
扉
側
と
枠
側
の
切
欠
き
向
き
に
よ
り
逆
勝
手
対
応
可
能

右
勝
手
扉
の
場
合
 

●
鎌
を
出
し
た
状
態

表
示 
″赤
″

表
示
器
す
り
わ
り 
″横
″

サ
ム
タ
－
ン 
″横
″

●
鎌
を
出
し
た
状
態

表
示 
″赤
″

表
示
器
す
り
わ
り 
″横
″

サ
ム
タ
－
ン 
″横
″

K 
Y 

-1
7 

角
芯
-短
・
長
を
使
う
と
可
動
し
な
か
っ
た
り

破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

取
付
け
ね
じ（
長
）

（
扉
厚
 3
6～
40
ｍｍ
用
）

扉
横
断
面
図

KY
錠
を
戸
先
側
に
つ
け
た
場
合

デ
ッ
ド
ボ
ル
ト
が
出
て
い
る
状
態
で
扉
を
開
閉
す
る
と

枠
と
干
渉
し
傷
を
つ
け
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め

ク
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

ク
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
取
り
付
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

KY
錠
を
戸
尻
側
に
つ
け
た
場
合
（
推
奨
） 引
戸

引
戸

ス
ト
ラ
イ
ク

ス
ト
ラ
イ
ク

ク
ッ
シ
ョ
ン
シ
 ー
ト

引戸との隙間:3～7引戸との隙間:3～7

引
き
残
し
:5

引
き
残
し
:5

戸
先

戸
尻

戸
先

戸
尻

25

25

ク
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー
ト

KY
錠
を
戸
先
側
に
設
置
す
る
等
、
錠
の

デ
ッ
ド
ボ
ル
ト
が
出
た
状
態
で
扉
を
閉

め
た
際
に
枠
へ
接
触
す
る
恐
れ
の
あ
る

箇
所
へ
貼
っ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

021 022



施 工 ガ イ ド

設 計 ガ イ ド

FG-010
の場合

15
以
上

12

HR SYSTEM　上部吊り車 HR292-K

■金具の納まり参考図

上部吊り車

■戸の加工寸法参考図

上部吊り車の
取付け加工寸法

下部ガイド溝の
加工寸法

FG-010

16

φ10.5

B 15A＝
2.
5

床 16

φ10.5

B 15A＝
2.
5

床
下部ガイド

43

16

40

23
.5

28

戸と
上
部レ
ール
のす
きま
寸
法

5～
10

2 2 30
（
製
品
出
荷
時
 7
.5
）

HR-150

前後調整代

HR-311
HR-292-K

HR-292-K

枠

左右調整ねじ

上下調整ねじ
ホルダー部

レール

固定カップ部

レバー
ホルダー部

固定カップ部

レール

HR-292-K

レール

HR-311

■金具の取付け方法
1.上部吊り車の取付け

①上部吊り車は、ホルダー部のレバ
ーをつまんで、固定カップ部とホ
ルダー部を分離します。

②固定カップ部のみ、戸の木口加
工部に取付けてください。

■戸の吊込み
①下部ガイドに戸のガイド溝を差し込
みます。

②固定カップ部に、ホルダー部をしっか
りと差し込みます。

※しっかりと差し込み、抜けないことを
ご確認ください。

■戸の位置調整
①戸を吊ったままで、ホルダー部の上のねじを回
せば、戸の左右調整、下のねじを回せば戸の
上下調整ができます。

2.レールの取付け

①レールを取付ける前に、図に
示す方向で、上部吊り車をレ
ール内に挿入します。
②上枠にレールを取付けてく
ださい。

3.キャッチの取付け

①キャッチは、レールを取付けた後に
装着する事ができます。 4.下部ガイドの取付け

①下部ガイドを床の所定の位置に取付けてください。

※2wayソフトクローズ仕様の場合は不使用。

垂直に戸が吊り込めるよう、取付け位置に注意してください。

天井（上枠）

HRｰ150

天井（上枠） 28

23
.5

戸と
上
部レ
ール
のす
きま
寸
法

 5
～
10

（
製
品
出
荷
時
 7
.5
）

上部吊り車

40

43

16

■金具の納まり参考図 ■戸の加工寸法参考図

下部ガイド

2 2前後調整代

※ソフトクローズの速度調整
　はできません。

トリガー取付け用 φ5.5穴ⓐ位置＝189 トリガー取付け用 φ5.5穴ⓒ位置＝戸幅－324

穴ⓐ 穴ⓒ

FCX-292-K-H

戸
先
側

固定カップ部

レバー

ホルダ－部

設 計 ガ イ ド

上部吊り車の取付け加工寸法

下部ガイド溝の加工寸法

施 工 ガ イ ド

トリガー ソフトクローズ方向

FC-612
トリガー取付治具

レール

トリガーをセットした
トリガー取付治具

添付ねじ

戸先用：穴ⓐ
(戸尻用：穴ⓒ)

正 誤 誤

トリガー レール

■戸の吊込み ■戸の位置調整
①下部ガイドに戸の下部ガイド溝を差込
みます。
②固定カップ部にホルダー部をしっかりと
差込みます。

※しっかりと差込み、抜けないことをご確
認ください。

①戸を吊ったままで、ホルダー部の上のねじを
回すと戸の前後調整、下のねじを回すと戸
の上下調整ができます。

※調整時に戸を持ち上げると、
　調整をしやすい場合があります。

5.下部ガイドの取付け
①下部ガイドを床の所定の位置に取付けてください。
垂直に戸が吊り込めるよう、取付け位置に注意してください。

ソフトクローズを正しく作動
させるために、必ず確認してください。
②レール取付けの前に、図の方向で上部吊り車をレール内に挿入します。
③上枠にレールを取付けてください。

3.レールの取付け
①スライダーが図の位置になって
いるか確認します。
なっていなければ、押して戻して
おきます。

2. レールの穴あけ
①レール芯の所定位置ⓐⓑⓒⓓに
　φ5.5の貫通穴をあけます（4ヶ所）。

レール内に残った切り粉は
取除いてください。

4.トリガーの取付け
。すまし返り繰を③～①記下、に用尻戸 ・ 用先戸

①トリガーをトリガー取付け用治具にセットし
ます。
②「2.レールの穴あけ」であけた[戸先用の場
合：穴ⓐ]・[戸尻用の場合：穴ⓒ]に、右記治具
を図に示す方向でレール内部に押し込み、
添付ねじでトリガーを固定します。

③完全に固定されたら、取付治具を下に引き
抜き、残りの[戸先用の場合：穴ⓑ]、[戸尻用
の場合：穴ⓓ]をねじ止めしてください。

●必ず手回しドライバーで締め付けてください。
●トリガーが溝に入っていない状態でねじを締め
付けると、トリガーが変形します。

ソフトクローズ方向

■金具の取付け方法
1. 上部吊り車の取付け
①ホルダー部のレバーをつまんで、
固定カップ部とホルダー部を分離
します。
②固定カップ部のみ、戸の木口加工
部に取付けてください。

189

25

戸幅
－3
24

戸が停止
する位置

戸が停止
する位置

φ5.5
貫通穴ⓐ

ⓑ

ⓒ
ⓓ

戸先
側

戸尻
側

25

スライダーの
位置確認

戸先側
FCX -292-K-H

戸尻側
HR-292-K

レール

スライダーの
位置確認

ホルダー部

レール

前後調整ねじ
上下調整ねじ

固定カップ部

25
穴ⓑ

25
穴ⓓ

戸が停止
する位置

戸が停止
する位置

作動距離
約50

作動距離
約50

トリガー
FC-312

トリガー
FC-312

HR-292-K

戸
尻
側

●治具はトリガーが完全に固定されるまで、押し当て
続けてください。
●トリガーをレールに取付けたときにトリガーがレー
ル内の溝にまっすぐ入るようにしてください。

戸先用：穴ⓑ
(戸尻用：穴ⓓ)

HR SYSTEM　2WAYソフトクローズ FCX-292-K-H

15
以
上

12

固定カップが上部吊り車に装着した状態でのお届けとなります。
取り外して、ドア本体への取付をお願い致します。

★

★トリガー取付位置

★ サイズ呼称
2068
2268
2468
2668
2868

ドア幅
610mm
660mm
711mm
762mm
813mm

トリガー取り付け穴ⓒ位置
286mm
336mm
387mm
438mm
489mm

トリガー取り付け穴ⓓ位置
261mm
311mm
362mm
413mm
464mm

023 024



※

■金具の使用場所

OS用トリガーねじセット

HR-342

レールの端面を隠す化粧カバーです。
左右勝手があります。

●2wayソフトクローズ上部吊り車

FG-010
●下部ガイド

※前後調整付きの吊り車を使用する場合は、他の吊り車や下部ガイドも前後調整付きに統一してご使用ください。

HR-150-OS
●上部レール

FCX-292-K-H

戸を吊ったままの状態で、
戸の上下前後調整ができます。

※本レールは現場でのカットや穴
加工を要しますので、あらかじめ
ご了承ください。加工については、
設計・施工ガイドをご覧ください。

本レールにトリガーを取付け
る際は、添付のパーチビスで
はなく、こちらのナットとねじ
を使用します。

レール加工後は、必ずレール内
を掃除してください。アルミの切
り粉などが残ったまま使用します
と、音鳴りや動作不良の原因と
なります。

FＫ-320
●下部戸当り
床に固定します。必ず上部レール用
戸当りと位置を合わせ、戸先と戸尻
の両方に固定してください。

FＫ-310
●上部レール用戸当り
上部レールに穴加工をし、レール内
に差し込んで固定します。必ず戸先
と戸尻の両方に固定してください。

FC-312
●トリガー

●サイドカバー

レール内に取付け、
ソフトクローズを
作動させます。

上下
±2.5ｍｍ

調整幅

前後
±2ｍｍ

●HRシステムの吊り車を使用した、アウトセット上吊引戸システムです。
●上部レールは単一なので、施工が簡単で、外観性にも配慮しています。

下記をお読みのうえ、正しくお使いください。
●引戸をアウトセットで使用する際は、必ず本ページ掲
載の部品構成にてご使用ください。他の部品を使用し
たり、構成部品に不足がありますと、戸の脱落や、シ
ステムの破損のおそれがあります。
●取付け壁面に下地があることを事前にご確認くださ
い。下地がない場合は、補強板を設置してください。
●戸先と戸尻の上下に戸当りを取付けるスペースがある
ことをあらかじめご確認ください。

HR SYSTEM　アウトセットHR-150-OS（単一レール）

施 工 ガ イ ド

設 計 ガ イ ド

レールには左右勝手があります。正面から見て左側の取り付け穴を基準に施工しますので、
レールをカットする場合は右側をカットしてください。
「★壁面取付穴」と左側の各取付け穴は加工済みです。右側の穴はすべて別途穴加工が必
要となります。
図はレール左側の穴加工位置です。右側にも左右対称となる位置に同様の穴加工をして
ください。
左端部から10mmと60mmの位置にある壁面取付穴は、右端部にはありませんので、
レールカット後、同様の位置に穴加工をしてください。

●

●

●

●

レール加工時の

32

※吊り車や下部ガイドの詳細は、667ページをご参照ください。■金具の納まり参考図

※吊り車や下部ガイドの詳細は、667ページをご参照ください。■金具の取付け方法
1.レールの取付け

2.戸当りの取付けと戸の吊込み①レールの右側を任意長さでカット後、「設計ガイド」の加工寸法を参考に、レールの右側
に穴加工をします。戸当りやトリガー用の穴は上部レールの内側から加工します。

穴加工後は、必ずレール内の
清掃をしてください。

②上部吊り車をレールに挿入し、レールを壁面に固定します。
HR-342サイドカバーを使用する場合はこの時に取付けます。 ①上部戸当りをレールに取付けます。 ②トリガーと下部ガ

イドを取付け、戸を吊り込みます。

③戸の位置調整をし、
ソフトクローズの初回動作を確認します。

④下部戸当りを上部戸当りと位置を合わせ、床に取付
けます。

HR-150-OS

※HR-342サイドカバーを使用
　しない場合は不要

上部レールおよび吊り車 【レール左側】

【レール右側】

※レール端部と戸当り面の距離を77mm以上にしてください。戸当りをレール端部寄りに設置すると、戸が過度に戸当りに
　当った際に、レール端部が変形する恐れがあります。

壁面取付穴　φ5.5穴 φ7.5皿

HR-342用穴 φ5.5

戸当り用穴 φ5.5 トリガー用穴 φ5.516 3.5

60 「★壁面取付穴」ピッチ=300 300

26 17.5 16.5

8

9

25

トリガー位置=189+77=266

36

FK-310※必要スペース
77

FCXｰ292ｰK-H- トリガー
FCｰ312

戸と
上
部レ
ール
のす
きま
寸
法
 5
～
10

（
製
品
出
荷
時
 7
.5
）

HR-150-OS

FC-292-K

HR-342

レール固定ねじは添付
されておりません。
別途皿タッピンねじ4×50
（推奨）をご使用ください。

戸と枠のすきま寸法=5以上

枠

壁

レールの左側の各取付け穴は加工済み。右側には同様の後加工が必要。

12
45

56

35

壁面取付穴
φ5.5穴 φ7.5皿

HR-292-K

※レール端部と戸当り面の距離を77mm以上にしてください。戸当りをレール端部寄りに設置すると、戸が過度に戸当りに
　当った際に、レール端部が変形するおそれがあります。

※下部戸当りの代わりにキューブストッパーがご利用可能です。
　（オプション品）

HR-342用穴 φ5.5

戸当り用穴 φ5.5トリガー用穴 φ5.5 163.5

上部レール長さ=右側を任意長さでカット
（最長2,400）

60

DWー324+77

300

2617.516.5

8

9

25

36

FK-310 ※必要スペース
77

FCｰ292ｰKトリガー
FCｰ310

レールの左側の各取付け穴は加工済み。右側には同様の後加工が必要。

壁面取付穴
φ5.5穴 φ7.5皿

★

★

サイズ呼称
2068
2268
2468
2668
2868

ドア幅
610mm
660mm
711mm
762mm
813mm

トリガー取り付け穴ⓒ位置
363mm
413mm
464mm
515mm
566mm

トリガー取り付け穴ⓓ位置
338mm
388mm
439mm
490mm
541mm

穴ⓒ 穴ⓓ

025 026



連
動
式
引
き
戸

金 物 仕 様 書

2枚引き込みドア

3枚引き違いドア

3枚引き込みドア

027 028



029 030



受
箱

フ
ロ
ン
ト
用

木
ね
じ

●
受
箱
可
動
時

●
受
箱
固
定
時

4 4

3.
6

6.
5

●
初
期
設
定

　
チ
リ［
小
］

●
調
整
最
大

　
チ
リ［
大
］

前
後
調
整
ね
じ

調
整
板

プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

鎌
錠・
セ
ッ
ト
内
容
と
各
部
の
名
称

K
M

-1
7

K
M

-1
7

鎌
引
戸

錠（
丸
座
）取
付
説
明
書

L
Z

K
M

T

当
製
品
は
、扉
厚
対
応
を
角
芯
と
ネ
ジ
長
さ
に
て
対
応
し
て
い
ま
す
。下
記
説
明
図
を
参
考
に
適
正
な
部
品
を
選
ん
で
施
工
し
て
く
だ
さ
い

※
対
応
扉
厚
２
８
～
４
２
ｍ
ｍ

表
示
器
取
付
位
置

●
鎌
を
格
納
し
た
状
態

　
表
示
　″
白
″

　
表
示
器
す
り
わ
り　
″縦
″

　
サ
ム
タ
－
ン
　″
縦
″

●
鎌
を
出
し
た
状
態

　
表
示　
″赤
″

　
表
示
器
す
り
わ
り　
″横
″

　
サ
ム
タ
－
ン　
″横
″

裏
裏

白
赤

　
 注
意

●
取
付
け
の
際
は
、取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
の
上
、正
し
く
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
取
付
け
後
、必
ず
動
作
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
商
品
の
取
扱
説
明
書
は
、取
付
け
後
も
廃
棄
せ
ず
ご
使
用
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

●
屋
外
な
ど
水
が
か
か
っ
た
り
湿
気
が
多
い
場
所
に
は
設
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。部
品
な
ど
が
腐
食
し
て
、破
損

　
し
や
す
く
な
り
ケ
ガ
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

●
定
期
的
に
乾
燥
し
た
や
わ
ら
か
い
布
で
軽
く
拭
い
て
く
だ
さ
い
。（
必
要
以
上
に
強
く
こ
す
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

キ
ズ
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）
ま
た
、汚
れ
が
ひ
ど
い
場
合
は
、水
ま
た
は
中
性
洗
剤
を
水
で
～
１
０
％
程
度

に
薄
め
て
浸
し
た
布
を
よ
く
し
ぼ
っ
て
ふ
き
取
り
、乾
い
た
布
で
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ン
ジ
ン
、シ
ン
ナ
ー
、ア
ル
コ
ー
ル
、ト
イ
レ
用
洗
剤
、防
カ
ビ
剤
、塩
素
系
洗
剤
、強
酸
お
よ
び
強
ア
ル
カ
リ
性

薬
品
等
は
表
面
を
痛
め
ま
す
の
で
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。※
上
記
成
分
の
含
ま
れ
る
除
菌
シ
ー
ト
等

も
ご
使
用
に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ス
ト
ラ
イ
ク
の
調
整
方
法

上
下
調
整

前
後
調
整

  

前
後
調
整
ネ
ジ
を
プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で

回
し
、
隙
間
を
調
整
し
ま
す
。

フ
ロ
ン
ト
用
木
ね
じ
を
一
旦
緩
め
、
受
箱
を
上
下

に
動
か
し
調
整
し
ま
す
。
位
置
が
決
ま
っ
た
ら
、

フ
ロ
ン
ト
用
木
ね
じ
を
締
付
け
て
固
定
し
ま
す
。

角
芯

鎌
錠
ケ
ー
ス
ロ
ッ
ク

ト
リ
ガ
ー

を
押
し
ま
す
。

②

①

サ
ム
タ
ー
ン
を
回
し
て
く
だ
さ
い
。

注
）ト
リ
ガ
ー
を
押
さ
え
て

な
け
れ
ば
回
リ
ま
せ
ん
。

サ
ム
タ
ー
ン

表
示

木
ね
じ

取
付
け
ね
じ

●

こ
ち
ら
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

施
錠
の
チ
ェ
ッ
ク

ネ
ジ
の
締
め
す
ぎ
注
意

扉
が
割
れ
た
り
、ケ
ー
ス
を
圧
迫
し
て
動
き
が
悪
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
動
作
確
認
を
し
な
が
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

取
付
け
ね
じ（
短
）

（
扉
厚
２
８
～
３
６
ｍｍ
用
）

取
付
け
ね
じ（
長
）

（
扉
厚
３
６
～
４
２

ｍｍ
用
）

木
ね
じ

 
 

 
 

角
芯
短（
扉
厚
２
８
～
３
３

ｍｍ
用
）

角
★
こ
ち
ら
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

角
芯
-短
・
長
を
使
う
と
可
動
し
な
か
っ
た
り
、
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

芯
中（
扉
厚
３
３
～
３
８
ｍｍ
用
）

角
芯
長（
扉
厚
３
８
～
４
２

ｍｍ
用
）鎌
錠
ケ
ー
ス
ロ
ッ
ク

サ
ム
タ
ー
ン（
裏
）

ス
ト
ラ
イ
ク

材
質
：
亜
鉛
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト

PC
-1

91
掘
込
引
手

引
戸 掘
込
引
手
・
切
欠
き
穴
説
明
書

取
付
け
に
関
す
る
ご
注
意

⚫
記
載
し
た
切
欠
き
寸
法
を
超
え
た
穴
を
あ
け
る
と
、引
手
が
ガ
タ
ツ

ク
事
が
あ
り
ま
す
。 
 

　
※
フ
ラ
ッ
シ
ュ
等
の
空
洞
部
に
穴
を
あ
け
て
取
付
け
な
い
様
に
し
て

く
だ
さ
い
。

⚫
こ
の
寸
法
は
推
奨
値
で
あ
り
、面
材
に
よ
っ
て
は
若
干
の
調
整
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
使
用
の
際
に
は
、あ
ら
か
じ
め
試
作

に
て
取
付
け
状
態
を
確
認
し
、調
整
の
上
加
工
寸
法
を
お
決
め
く

だ
さ
い
。

031 032



施 工 ガ イ ド

設 計 ガ イ ド

FG-010
の場合

15
以
上

12

HR SYSTEM　上部吊り車 HR292-K

■金具の納まり参考図

上部吊り車

■戸の加工寸法参考図

上部吊り車の
取付け加工寸法

下部ガイド溝の
加工寸法

FG-010

16

φ10.5

B 15A＝
2.
5

床 16

φ10.5

B 15A＝
2.
5

床
下部ガイド

43

16

40

23
.5

28

戸と
上
部レ
ール
のす
きま
寸
法

5～
10

2 2 30
（
製
品
出
荷
時
 7
.5
）

HR-150

前後調整代

HR-311
HR-292-K

HR-292-K

枠

左右調整ねじ

上下調整ねじ
ホルダー部

レール

固定カップ部

レバー
ホルダー部

固定カップ部

レール

HR-292-K

レール

HR-311

■金具の取付け方法
1.上部吊り車の取付け

①上部吊り車は、ホルダー部のレバ
ーをつまんで、固定カップ部とホ
ルダー部を分離します。

②固定カップ部のみ、戸の木口加
工部に取付けてください。

■戸の吊込み
①下部ガイドに戸のガイド溝を差し込
みます。

②固定カップ部に、ホルダー部をしっか
りと差し込みます。

※しっかりと差し込み、抜けないことを
ご確認ください。

■戸の位置調整
①戸を吊ったままで、ホルダー部の上のねじを回
せば、戸の左右調整、下のねじを回せば戸の
上下調整ができます。

2.レールの取付け

①レールを取付ける前に、図に
示す方向で、上部吊り車をレ
ール内に挿入します。
②上枠にレールを取付けてく
ださい。

3.キャッチの取付け

①キャッチは、レールを取付けた後に
装着する事ができます。 4.下部ガイドの取付け

①下部ガイドを床の所定の位置に取付けてください。

※2wayソフトクローズ仕様の場合は不使用。

垂直に戸が吊り込めるよう、取付け位置に注意してください。

天井（上枠）

HRｰ150

天井（上枠） 28

23
.5

戸と
上
部レ
ール
のす
きま
寸
法

 5
～
10

（
製
品
出
荷
時
 7
.5
）

上部吊り車

40

43

16

■金具の納まり参考図 ■戸の加工寸法参考図

下部ガイド

2 2前後調整代

※ソフトクローズの速度調整
　はできません。

トリガー取付け用 φ5.5穴ⓐ位置＝189 トリガー取付け用 φ5.5穴ⓒ位置＝戸幅－324

穴ⓐ 穴ⓒ

FCX-292-K-H

戸
先
側

固定カップ部

レバー

ホルダ－部

設 計 ガ イ ド

上部吊り車の取付け加工寸法

下部ガイド溝の加工寸法

施 工 ガ イ ド

トリガー ソフトクローズ方向

FC-612
トリガー取付治具

レール

トリガーをセットした
トリガー取付治具

添付ねじ

戸先用：穴ⓐ
(戸尻用：穴ⓒ)

正 誤 誤

トリガー レール

■戸の吊込み ■戸の位置調整
①下部ガイドに戸の下部ガイド溝を差込
みます。
②固定カップ部にホルダー部をしっかりと
差込みます。

※しっかりと差込み、抜けないことをご確
認ください。

①戸を吊ったままで、ホルダー部の上のねじを
回すと戸の前後調整、下のねじを回すと戸
の上下調整ができます。

※調整時に戸を持ち上げると、
　調整をしやすい場合があります。

5.下部ガイドの取付け
①下部ガイドを床の所定の位置に取付けてください。
垂直に戸が吊り込めるよう、取付け位置に注意してください。

ソフトクローズを正しく作動
させるために、必ず確認してください。
②レール取付けの前に、図の方向で上部吊り車をレール内に挿入します。
③上枠にレールを取付けてください。

3.レールの取付け
①スライダーが図の位置になって
いるか確認します。
なっていなければ、押して戻して
おきます。

2. レールの穴あけ
①レール芯の所定位置ⓐⓑⓒⓓに
　φ5.5の貫通穴をあけます（4ヶ所）。

レール内に残った切り粉は
取除いてください。

4.トリガーの取付け
。すまし返り繰を③～①記下、に用尻戸 ・ 用先戸

①トリガーをトリガー取付け用治具にセットし
ます。
②「2.レールの穴あけ」であけた[戸先用の場
合：穴ⓐ]・[戸尻用の場合：穴ⓒ]に、右記治具
を図に示す方向でレール内部に押し込み、
添付ねじでトリガーを固定します。

③完全に固定されたら、取付治具を下に引き
抜き、残りの[戸先用の場合：穴ⓑ]、[戸尻用
の場合：穴ⓓ]をねじ止めしてください。

●必ず手回しドライバーで締め付けてください。
●トリガーが溝に入っていない状態でねじを締め
付けると、トリガーが変形します。

ソフトクローズ方向

■金具の取付け方法
1. 上部吊り車の取付け
①ホルダー部のレバーをつまんで、
固定カップ部とホルダー部を分離
します。
②固定カップ部のみ、戸の木口加工
部に取付けてください。

189

25

戸幅
－3
24

戸が停止
する位置

戸が停止
する位置

φ5.5
貫通穴ⓐ

ⓑ

ⓒ
ⓓ

戸先
側

戸尻
側

25

スライダーの
位置確認

戸先側
FCX -292-K-H

戸尻側
HR-292-K

レール

スライダーの
位置確認

ホルダー部

レール

前後調整ねじ
上下調整ねじ

固定カップ部

25
穴ⓑ

25
穴ⓓ

戸が停止
する位置

戸が停止
する位置

作動距離
約50

作動距離
約50

トリガー
FC-312

トリガー
FC-312

HR-292-K

戸
尻
側

●治具はトリガーが完全に固定されるまで、押し当て
続けてください。
●トリガーをレールに取付けたときにトリガーがレー
ル内の溝にまっすぐ入るようにしてください。

戸先用：穴ⓑ
(戸尻用：穴ⓓ)

HR SYSTEM　2WAYソフトクローズ FCX-292-K-H

15
以
上

12

固定カップが上部吊り車に装着した状態でのお届けとなります。
取り外して、ドア本体への取付をお願い致します。

★

★トリガー取付位置

★ サイズ呼称
2068
2268
2468
2668
2868

ドア幅
610mm
660mm
711mm
762mm
813mm

トリガー取り付け穴ⓒ位置
286mm
336mm
387mm
438mm
489mm

トリガー取り付け穴ⓓ位置
261mm
311mm
362mm
413mm
464mm

033 034



HR SYSTEM　2・3枚引き込みドア用金具取付

、
開閉時に隣の戸を連動開閉させ
ます。

壁

戸©

戸Ⓑ

戸Ⓐ

床に直付けし、ガイド部分を戸Ⓒ
の下部溝の中に入れて使用しま
す。戸の走行ガイドおよび振れ
止めとなります。

ガイドピースおよび床付ガイド
をキャッチし、戸の走行をストッ
プさせたり、閉めた戸のガタツ
キを防止したりします。

戸の下部先端に取付け、ガイド
部分を隣の戸の溝の中に入れて

●床付ガイド

●ガイドピース

FG-990

FG-960

引戸下溝補強金具

HRｰ150
●上部レール

施 工 ガ イ ド

設 計 ガ イ ド

■戸の吊込み

■金具の納まり参考図

■金具の取付け位置

41 23.5

35 35   　  6 6

床付ガイド
FG-990

ガイドピース
FG-960

●上下及び側面の納まり寸法 ●戸幅寸法の算出方法

枠外寸法

102102 102

DW
DW

DW

DW（戸幅）
壁

枠
枠

12

※ 戸の重なり寸
●2枚引き込みドア
枠外寸法＝ドア幅×3－144mm
ドア幅＝（枠外寸法＋144mm）/３

枠外寸法＝ドア幅×4－246mm
ドア幅＝（枠外寸法＋246mm）/4

●3枚引き込みドア

法は、各ガイドがエンドクッション
 に入り込むために必要な寸法です。

壁

壁

戸Ⓒ

FG-990 ガイドピース

32.5
閉　
　 開

52.5
25.5

52.5

32.5

25

壁
戸Ⓑ
及び
戸Ⓒ

●ガイドピースの取付け　
（戸Ⓑと戸Ⓒの閉じ側先端部）

●床付ガイドの取付け

　

壁または柱

FG-960

戸Ⓐ

戸Ⓑ

戸Ⓒ

戸Ⓒ

戸ⒷまたはⒶ

床付ガイド
FG-990

ガイドピース
FG-960

ガイドピース
FG-960

（戸の重なり寸法）

①戸Ⓒの下部溝をFG-990（床付
ガイド）に被せるように上部レー
ルの下に設置します。

②戸とレール内上部吊り
車を接続します。

③戸Ⓒ先端に取付けてある
ガイドピースに戸Ⓑまた
は戸Ⓐの下部溝を被せる
ように設置します。

④戸とレール内上部吊
り車を接続します。

●正常に引戸を連動させるために、床と戸のスキマは12mmになるようにしてください。
●吊車の上下調整を行う際に、ガイドピースが戸や床に接触しないようにしてください。
　また、FG-990が戸に接触しないようにしてください。
●幅と高さの比率が約1：5を超えるような引戸を使用して連動させた場合、動作が不安定になる場合があります。

ご注意

上 下

右 左

上 下

右 左

推
奨
吊
車
使
用
時
の
戸
と
上
部
レ
ー
ル
の
す
き
ま
寸
法

H
R
-2
9
2
-K
：
5
～
1
0
(製
品
出
荷
時
 7
.5
)

下溝補強金物取付け位置図

FC-990

●2wayソフトクローズ上部吊り車
FCX-292-K-H

戸を吊ったままの状態で、
戸の上下前後調整ができます。

■戸下面の加工寸法参考図

透明キャップは
外さない。

035 036



HR SYSTEM　3枚引き違いドア用金具取付

設 計 ガ イ ド
■金具の納まり参考図

■金具の取付け位置

41 41

35 35   　  6 6

ガイドピース
FG-960

●上下及び側面の納まり寸法 ●戸幅寸法の算出方法

12

※ 戸の重なり寸
●3枚引き違いドア
枠外寸法＝ドア幅×3－144mm
ドア幅＝（枠外寸法＋144mm）/３

法は、各ガイドがエンドクッション
 に入り込むために必要な寸法です。

戸Ⓑ閉　　 開

52.5

32.5

25

戸Ⓑ

●ガイドピースの取付け　
（戸Ⓑの下部先端両面）

FG-960

枠外寸法

102 102

DW

DW

DW（戸幅）

枠 枠

戸Ⓐ

戸Ⓑ

戸Ⓒ

ガイドピース
FG-960 ガイドピース

FG-960

振止ローラー

（戸の重なり寸法）

●正常に引戸を連動させるために、床と戸のスキマは12mmになるようにしてください。
●吊車の上下調整を行う際に、ガイドピースが戸や床に接触しないようにしてください。
●幅と高さの比率が約1：5を超えるような引戸を使用して連動させた場合、動作が不安定になる場合があります。

ご注意

上 下

右 左

上 下

右 左

35

上 下

右 左

推
奨
吊
車
使
用
時
の
戸
と
上
部
レ
ー
ル
の
す
き
ま
寸
法

H
R
-2
9
2
-K
：
5
～
1
0
(製
品
出
荷
時
 7
.5
)

透明キャップは
外さない。

引戸下溝補強金具（4箇所）

●ガイドピース
FG-960

HRｰ150
●上部レール

●2wayソフトクローズ上部吊り車
FCX-292-K-H

戸を吊ったままの状態で、
戸の上下前後調整ができます。

戸Ⓐ

戸Ⓑ

戸©

戸Ⓑの下部先端両面に取付け、
ガイド部分を戸Ⓐ・Ⓒの溝の中
に入れて開閉時に戸を連動開閉
させます。

振止ローラー
各扉の下部先端両小口に取付け
ます。受けは枠の所定の位置に
取付けます。

戸Ⓐ・Ⓒのドア下部に取付けます。
ガイドピースをキャッチし戸の走行
をストップさせたり、閉めた戸のガ
タツキを防止したりします。

下溝補強金物取付け位置図

■戸の吊込み

③戸とレール内上部吊り
車を接続します。

①戸Ⓑをセンター
のレールに先に吊
り込みます。

②戸ⒶとⒸを戸Ⓑ
のガイドピースに
下部溝を被せるよ
うに設置します。

戸ⒶⒸ

施 工 ガ イ ド

■戸下面の加工寸法参考図
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HD-15
●下部ピボット受け金具
下部レールを使用しない場合に床と
柱に取付けます。
左右の位置調整が可能です。

HD-13
●下部ピボット
HD-15の受坪に軸先を挿入します。
戸に掘込んで取付けます。
六角部分を回すことにより戸の上下調
整ができます。

HD-11
●ピボット受け金具
レールに差込み、スパナで締め付けて
取付けます。
戸の左右調整ができます。

HD-35
●収納折戸用丁番

NP-61
●振れ止め金具

裏面直付け。
折戸の開き角度0

HD-52（オプション）
●4枚折戸専用土間用下部振止
裏面直付け。
お互いの突起部が擦れ違うように
扉下部に取付けます。

～15 、165 ～
180 の範囲でキャッチが効いて自動
的に開閉します。
キャッチが効いているため開閉時に戸
がふらつきません。

HD-21
●案内ランナー
レール内を走行し、軸はスプリングの
内蔵により上下動し、戸と枠とのすき
まのバラつきに対応します。
戸に掘込んで取付けます。

HD-14
●上部ピボット
HD-11の受坪に軸先を挿入します。
戸に掘込んで取付けます。
軸はスプリングの内蔵により上下動
し、戸と枠とのすきまのバラつきに対
応します。

HD-001
●掘込用上部レール

●掘込用上部レール

■金具の使用場所

●２枚折れ戸と4枚折れ戸
　「軸吊式下部レールなし」タイプは、ピボット金具により折戸を支持・開閉し、かつ、下にはレールを使用しないタイプです。

※仮固定しておいた床面取付板も、位置を合わせてネジ固定して
　ください。

床面取付板
戸先振れ止め

（床面取付板）（床面取付板）

トラス木ネジトラス木ネジ
（3.1×16 ）
丸頭フランジ付木ネジ
（3.1×16）

皿タッピングネジ
（3.5×16）

振止め金具は、扉の裏側に取付願います。
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62
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0

84
6

取
手
中
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■丁番取付参考位置

HR SYSTEM　折れ戸用金具

共通

共通

共通

共通

共通

共通

共通

1BF

■開き戸用キャッチ（HD-100）の取付け
   

※戸の吊込みは、折戸の吊込みに準じてください。

①ストライクを開き戸の収納側に木ねじ止めします。
②開き戸用キャッチ本体をレールに差込み、固定ねじをドライバーで締
め付け固定します。
③前後調整ねじにより、戸厚に対する調整をしてください。

収納側

ストライク

固定ねじ

前後調整
ねじ

本体

■開き戸用キャッチ取付位置図

ストライク

キャッチ本体

2BF

振止め金具は、扉の裏側に取付願います。
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■丁番取付参考位置

3BF
4BF
KBS
KDS

HD-100
●開き戸用キャッチ
上部レールに取付けて、開き戸
のキャッチとして使用します。
マグネットキャッチは前後に
3mmスライドしますので、戸厚
に応じた調整ができます。

HD-21
●案内ランナー

HD-001
■金具の使用場所

●3枚折れ戸
　「軸吊式折戸＋開き戸」タイプは、折戸1組では開口部の幅寸法に足りず、2組では大き過ぎてしまう1200mm程度の開口部にご利用ください。
　折戸と開き戸の金具およびレールが共通のため、施工も極めて簡単です。

HD-15
●下部ピボット受け金具
下部レールを使用しない
場合に床と柱に取付けます。
左右の位置調整が可能です。

HD-13
●下部ピボット
HD-15の受坪に軸先を挿入します。
戸に掘込んで取付けます。
六角部分を回すことにより
戸の上下調整ができます。

共通

共通

HD-11
●ピボット受け金具
レールに差込み、スパナで締め付けて
取付けます。
戸の左右調整ができます。

共通

HD-14
●上部ピボット
HD-11の受坪に軸先を挿入します。
戸に掘込んで取付けます。
軸はスプリングの内蔵により上下動
し、戸と枠とのすきまのバラつきに対
応します。

共通

HD-342
●折戸＋開き戸用下部振止
折戸又は開き戸を閉じた際の、
戸先の振れを抑える事ができます。
吊元固定下レール無しタイプに
使用する振止めです。

NP-61
●振れ止め金具

床面取付板
戸先振れ止め

（床面取付板）（床面取付板）

トラス木ネジトラス木ネジ
（3.1×16 ）
丸頭フランジ付木ネジ
（3.1×16）

皿タッピングネジ
（3.5×16）

HD-35
●収納折戸用丁番
裏面直付け。
折戸の開き角度0 ～15 、165 ～
180 の範囲でキャッチが効いて自動
的に開閉します。
キャッチが効いているため開閉時に戸
がふらつきません。

※仮固定しておいた床面取付板も、
位置を合わせてネジ固定してください。

レール内を走行し、軸はスプリングの
内蔵により上下動し、戸と枠との
すきまのバラつきに対応します。
戸に掘込んで取付けます。
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上部レール（HD-001）

ピボット受け金具（HD-11）

■金具の取付け方法

1.戸に付ける金具の取付け

■戸の吊込み

2.レールの取付け

3.下部ピボット受け金具の取付け

■戸の位置調整

図１

図３

図２

吊元側

吊元側

開き側

開き側

ピボット受け金具（HD-15）

ピボット受け金具
（HD-11）

上部ピボット
（HD-14）

上部レール
（HD-001）

下部ピボット受け金具
（HD-15）

下部ピボット
（HD-13）

案内ランナー
（HD-21）

吊元側 開き側 吊元側 開き側

上部ピボット
（HD-14）

①丁番を所定の位置に取付けます。
②戸に加工した穴に、下部ピボット（HD-13）、
上部ピボット（HD -14）、
案内ランナー（HD -21）を挿入します。

①上部レールを取付ける前に、ピボット受け金具（HD-11）を上部レー
ル内に挿入しておきます。

②レールを取付けてください。

①ピボット受け金具（HD-15）を床（または下枠）と縦枠に木ねじ止めします。

①ピボット受け金具（HD-11）は上部レールに固定しないでフリーの状
態にして、図１のように、下部ピボット受け金具（HD-15）よりも開き側
の方へずらしておきます。

②戸を傾けて、下部ピボットをピボット受け金具（HD-15）に入れます
　（図１）。
③図２のように、戸を垂直に立てていきながら、上部ピボットを上部レー
ル内のピボット受け金具（HD-11）に、次に上の案内ランナーを上部
レールに入れます。
④吊元位置を定位置まで移動させ、最後に上下のピボット受け金具をス
パナでしっかりと固定してください（図３）。

①戸を閉めた状態で、下部ピボットの調整部をスパナ（HD-61）で回すと、戸
が上下します。

※調整時に戸を持ち上げると、調整をしやすい場合があります。

●例えば戸が図のように傾いている場合は、上部ピボット受け金具（HD
-11）を吊元側に寄せ、下のピボット受け金具（HD-15）のプレート部
を開き側に寄せて調整します。

戸の位置が上がり過ぎたり、下がり過ぎたりしている場合
➡下部ピボットで、上下調整をしてください

戸が傾いていたり、左右どちらかに寄り過ぎている場合
➡ピボット受け金具で、左右調整をしてください

施 工 ガ イ ド

吊元側

吊元側 開き側

吊元側下部の
下部ピボット調整部

共通

■開き戸用キャッチ（HD-100）の取付け
   

※戸の吊込みは、折戸の吊込みに準じてください。

①ストライクを開き戸の収納側に木ねじ止めします。
②開き戸用キャッチ本体をレールに差込み、固定ねじをドライバーで締
め付け固定します。
③前後調整ねじにより、戸厚に対する調整をしてください。

収納側

ストライク

固定ねじ

前後調整
ねじ

本体

■開き戸用キャッチ取付位置図

ストライク

キャッチ本体

HD-100
●開き戸用キャッチ
上部レールに取付けて、開き戸
のキャッチとして使用します。
マグネットキャッチは前後に
3mmスライドしますので、戸厚
に応じた調整ができます。

●掘込用上部レール
HD-001

■金具の使用場所

●観音開き収納と腰高収納と片開き収納
　「軸吊式下部レールなし」タイプは、ピボット金具により折戸を支持・開閉し、かつ、下にはレールを使用しないタイプです。

HD-15
●下部ピボット受け金具
下部レールを使用しない
場合に床と柱に取付けます。
左右の位置調整が可能です。

HD-13
●下部ピボット
HD-15の受坪に軸先を挿入します。
戸に掘込んで取付けます。
六角部分を回すことにより
戸の上下調整ができます。

共通

共通

HD-11
●ピボット受け金具
レールに差込み、スパナで締め付けて
取付けます。
戸の左右調整ができます。

共通

HD-14
●上部ピボット
HD-11の受坪に軸先を挿入します。
戸に掘込んで取付けます。
軸はスプリングの内蔵により上下動
し、戸と枠とのすきまのバラつきに対
応します。

共通

●床付マグネットキャッチ
床に取り付けます。

MC-84
●枠付マグネットキャッチ
枠に取り付けます。

共通
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ドアサイズ 推奨レール長さ
2068 1,600mm

1,600mm

1,600mm

2,000mm

(ソフトクローズ片側のみ）

2468
2668
2868

3068
(2,000mmはソフトクローズ片側のみ)

バーンドア金具
設 計 ガ イ ド

■レール長さ参考図
レール取付箇所壁下地材が
必要になります。

詳しい施工説明はこちらから
バーンドアハードウェア施工説明書

詳細寸法

構造用合板等 石こうボードの上から

取付すると荷重を

支えられず危険です！

レール長さ
2000mm

1600mm

2000mm

2,000

1,600

レール：1,600

ドア：2068（610）

（片側ソフトクローズ
　片側トラックストップ使用）

レール：1,600

ドア：2468（711）

（両側ソフトクローズ）

レール：1,600

ドア：2668（762）

（両側ソフトクローズ）

レール：1,600

ドア：2868（813）

（両側ソフトクローズ）

レール：2,000

ドア：2868（813）

（片側ソフトクローズ
　片側トラックストップ使用）

レール：2,000

ドア：3068（914）

（両側ソフトクローズ）

1,195

25

25

25

25

25

26

1,399

1,499

1,600

1,805

1,601

450mm

13mm
45～70mm

45～70mm

10mm

1600mm

500mm

13mm

500mm 500mm

H+43mm H

450mm 450mm 450mm

バーンドアハードウェア
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コマド図面
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コマド図面
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コマド施工説明書

部材セット明細

施 工 ガ イ ド

施 工 ガ イ ド

■スリムプッシュラッチの取り付け(オプション品)

※スリムプッシュラッチは指挟み防止用の商品です。突き出し窓用の
オプション品です。標準の金物一式には含まれておりません。

取り付け位置は任意ですが、多くの場合は枠の隅に取り付けます。

■マグネットキャッチの取り付け
マグネットキャッチは任意の位置での取り付けになります。通常キャ
ッチは下枠に､マグネットは窓に取り付けます。マグネットが窓から
はみ出ないよう取り付けます。

※キャッチは固定ネジを緩めると前後調整が可能です。仮締めし位置
を調整のうえ本締めで固定してください。

【注意点】
ハンドルを裏面に取り付ける場合、マグネットキャッチと干渉しない
ようご注意下さい。

■あおり止めの取り付け
あおり止めは任意の位置で取り付けます。あおり止めの腕と受けの取
り付け位置によって窓の固定角度が変わります。
上の方に取り付ければ固定角度は大きくなり、下の方に付けると角度
は小さくなります。

【注意点】 
あおり止めの固定位置は本体が表側から最低37mm以上離して取り
付けてください。あおり止め本体が37mmより表側にある場合、金
物が窓に当たり完全に閉まらなくなるのでご注意下さい。

■丁番の取り付け

丁番の位置:窓本体両端から100mm空ける 
※右の断面図をご確認ください。

■枠への取り付け
※取り付け位置については右の断面図をご確認ください。

■ハンドルの取り付け
①任意の位置にハンドルを取り付ける。
（ガラス窓の場合、ビスがガラスに干渉するのを防ぐため、框と押縁
を起点として10mm以上離した位置で取り付ける。）

②表側・裏側に取り付けるかは任意です。

【注意点】
ハンドルを裏面に取り付ける場合、ハンドルが枠やマグネットキャッ
チと干渉しないようご注意ください。

●突き出し窓

■枠の組立て/取付け

上枠
下枠
縦枠
本体
ハンドル
平丁番
あおり止め
マグネットキャッチ

突き出し窓
1
1
2
1
1
2
1
1

観音開き窓
1
1
2
2
2
4
2
2

枠

窓

金物

①上枠、下枠と縦枠の各部材を合せ、 ビスで固定します。

【注意点】
枠は縦勝ちになります。
ビスを叩き込むと部材の割れや歪みの原因になります。

●枠の組み立て

①開口部へ納めます。 
②枠内側は化粧面のため、柱の外側からビスで固定します。

●開口部への納め

丁番の位置:小さい(CC)窓本体上下端から100mm空ける
　　　　　 大きい(DK)窓本体上下端から200mm空ける
※右の断面図をご確認ください。

●観音開き窓

37mmより→

表 裏

（水平断面図）

（鉛直断面図）

10
5
5

↓ﾊﾝﾄﾞﾙﾋﾞｽ範囲

格
子

格
子

7.5 7.577 6
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